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ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
生
成
過
程

社
会
的
イ
ソ
パ
グ
ト

プ
メ
ヲ
カ
に
お
け
る
日
動
車
ユ
業
は
、
い
ヲ
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ

資
本
主
義
を
象
徴
す
る
最
大
の
託
業
部
円
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
精
油
、
製

鉄
、
ゴ
ム

L
一
業
な
ど
い
く
た
の
同
連
f

尋
常
を
背
対
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
繁
栄
を
さ
さ
み
守
ア
メ
り
カ
人
の
経
済
的
、
文
化
的
自
信
と
実
力
を

し
め
す
庭
菜
と
し
て
、
き
わ
め
て
大
き
た
仕
事
止
を
内
包
し
て
い
る
ω

お
よ
そ
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
発
明
の
当
初
、
あ
る
い
は
人
々
の
社
会

生
活
の
干
穏
を
み
だ
す
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
社
会
主
義
的
感
情
を

ひ
ろ
め
る
凶
器
」
、
と
し
て
、
当
時
の
良
識
か
ら
数
々
の
非
難
が
あ
び
せ
ら

れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
の
五

O
年
同
に
お
け
る
自
動
車

の
昔
及
は
、
ま
さ
に
無
く
べ
き
勢
を
し
め
L
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
を
、
そー

し
て
ア
メ
り
力
人
の
主
情
と
思
想
を
大
詐
{
変
革
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

?
と
え
ば
一
九

0
0年
代
で
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
総
長
で
寸
ら
、
自
動

車
は
A
V日
刊
階
殺
の
倣
恨
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
L

乙
非
難
し
に
の
に
、
一
九
二

ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
生
成
過
程

岡

賢

旧

。
年
代
に
は
一
般
の
主
婦
た
ち
で
さ
え
、
自
動
車
が
も
は
や
市
民
生
活
の

必
需
品
と
な
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
航
々
一

O
数
年
の
あ
い
だ

に
こ
れ
ほ
ど
急
速
な
普
及
を
主
げ
た
の
は
何
ゆ
え
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

に
は
耐
久
力
の
あ
る
保
協
な
白
同
車
の
生
花
、
道
路
条
件
の
整
備
改
修
、

そ
れ
に
ガ
レ
ジ
、
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ

y
ド
な
ど
の
諸
夜
備
の
拡
充
な
ど

が
大
き
く
寄
与
し
た
に
も
が
い
た
い
。
し
か
し
同
時
に
自
動
車
の
普
及
に

と
も
な
ラ
折
々
の
社
会
的
変
化
が
ア
メ
リ
カ
の
名
社
会
領
域
に
あ
た
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
戸
ク
ト
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

F
・
L
・
ア
レ

γ
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
契
約
し
て
い
る
ω

げ
円
日
動
車
の
利
用
に
よ
る
通
勤
可
能
地
域
の
肱
大
、
す
な
わ
ち
「
自

動
車
利
川
郊
外
地
区
」
(
日
E
C
E
N
E
E
σ
2
F
)
の
拡
振
。

M
W

鉄
請
の
な
い
都
市
の
経
済
的
社
会
的
発
展
と
遠
隔
未
開
拓
良
地
の

開
拓
の
進
版
。
メ
イ
ン
-
ス
ト
リ
ー
ト
、
デ
バ

1
1
、
商
仏
街
な
ど
の
郊

外
化
。
t
f

テ
ル
、
小
別
荘
の
普
及
に
、
と
も
な
う
従
米
の
ホ
テ
ル
白
川
落
e

別
世
紀
い
ら
い
交
通
機
闘
の
首
位
を
し
め
て
い
た
鉄
道
炉
、
も
は
や
定
期

第
八
「
九
巻

主

四

第
六
け

四
ι 



ア
メ
リ
カ
町
助
車
工
業
の
生
成
過
程

乗
車
券
所
有
者
の
利
用
機
闘
と
な
り
(
一
九
二

0
年
代
)
、
さ
ら
に
そ
の

利
川
度
す
ら
も
削
減
傾
向
を
た
ど
っ
た
(
一
九
三

0
年
代
)
な
ど
。
す
な

わ
ち
約
一
目
す
れ
ば
ピ
ジ
不
ス
の
変
化
Q

同
資
本
主
義
的
発
股
の
も
っ
と
も
お
く
れ
て
い
る
決
議
、
と
り
わ
け

そ
れ
は
郡
山
と
の
距
離
的
隔
絶
に
よ
っ
て
社
人
民
的
に
孤
立
し
た
存
在
で
あ

っ
た
が
、
通
信
と
と
も
に
制
動
車
の
普
及
は
そ
の
孤
立
性
を
帰
来
し
て
、

良
栄
の
近
代
化
へ
の
門
戸
を
ひ
ら
い
土
こ
と
Q

そ
し
て
生
産
手
段
と
し
て

の
円
動
半
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
使
用
を
契
機
と
し
て
、
山
民
民
は
土
地
を

対
象
'
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
な
り
、
機
繊
の
使
川
者
、
技
術
占
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
》
」
実
績
を
確
保
す
る
に
い
た
っ
た
。
い
わ
ば
農
業
の
そ
〆
ナ

f
ズ。同
ア
メ
り
カ
人
の
旅
行
の
機
会
か
増
加
せ
し
め
、
社
交
を
ひ
ろ
げ
、

労
働
力
の
移
動
性
を
高
度
化
せ
し
め
た
こ
と
。

同
自
由
車
白
川
山
縦
に
よ
る
個
人
的
。
フ
ラ
イ
T
の
養
成
。
こ
の
効
呆
は

社
会
的
地
位
の
低
さ
に
よ
る
刷
陣
感
を
ぬ
ぐ
い
、
人
杭
差
別
に
も
色
づ
く

劣
等
感
す
ら
も
超
克
す
る
。
た
唱
と
え
ば
市
部
正
お
い
て
さ
え
、
白
人
た
ち

は
ハ
イ
ウ
斗
イ
で
白
動
車
を
ほ
し
ら
せ
、
各
種
の
エ
ン
ジ
ン
市
中
古
操
作
す

s
 

る
高
慢
ち
き
な
川
品
川
人
に
不
平
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
柄
が
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、
日
動
車
の
普
及
が
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
経
済
的
な
体
質
改
苦
に
拙
呆
を
あ
た
え
、
社
会
的
ス

ト
レ
ス
の
緩
利
に
さ
え
好
影
符
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
白
勘
平
工
栄
強

引
府
内
背
川
一
川
、
と
し
て
み
の
が
す
己
主
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

館
入
十
九
巻

五
凹
凶

第
六
号

四
ノ、

ω
口。

E
E
L
F
出

G
0
2・
叶

Z
K
F
E
O因
。

E
O
H
E
5可
凶
〉
(
豆
一
斜

ェqkw乱
m
w
E
p
o
p
}
H
V
O
印
可
ロ
旦
日
。
。

H
P
E
2
-
Z
H口内]ロ早

口
2ヨ
M
H
M

品。
E
E
。P
H
U
E
-
日

V

M

戸
〉
」
つ
れ
市
兵
衛
訳
「
出
動

半
工
業
L

(

嘉
治
瓦
三
監
修
「
ア
メ
リ
カ
の
産
業
榔
匙
」
ウ
オ
ル

タ

l

・
ア
ダ
ム
ズ
綱
、
開
和
三
三
年
所
収
〕
一
二
一
ニ
九
ペ
ー
ジ

ま

1
0

4

ブ日
ω
岡
目
骨
=
。
w
F
0
4
5
十

E
E
-
-円
以
凶
何
回
目
明

h
y
p
口
開
。
-
呂
町
回
一
T
松

幹
夫
、
佐
藤
山
一
北
沢
「
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
社
会
見
」
開
和
一
一
一

口
年
、
九
八
九
ペ
ー
ジ
参
照
@
す
な
わ
ち
九
二
五
年
闘
に
は
、

イ
ン
プ
ィ
ア
」
ノ
に
お
け
る
主
制
右
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、

『
白
川
勤
平
を
や
め
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
治
物
合
節
約
し
た
り
、
食
物
な

し
の
万
が
よ
い
』
之
か
、
あ
る
い

ι家
陀
肌
凸
の
背
及
に
く
ら
べ
て
、

附
地
の
自
動
半
の
白
及
率
の
方
が
大
で
あ
る
点
に
つ
い
て
の
彼
女
た

も
の
感
想
は
、
ヴ
乙
え
、
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
E
も
、
私
た
ち
ま

さ
か
胤
目
前
に
の
っ
て
町
に
行
く
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
も
の
い

主
い
う
回
答
に
端
的
に
岩
引
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

F

L

ア
レ

ン
は
1

こ
れ
は
日
動
車
革
命
の
主
題
歌
と
し
て
、
ま
さ
に
ウ
ッ
テ
ツ

ケ
の
名
文
句
だ
」
上
許
し
て
い
る
。
一
九
一
一

0
年
代
央
に
お
け
る
臼

動
車
心
社
会
的
影
響
の
指
映
と
し
て
、
ま
こ
と
に
間
味
あ
る
示
唆
で

あ
る
。

川
W
E
}
訊
木
一

o

i
七
べ

1
0ノ
参
照
。

道
路
政
筑
の
推
移

ア
メ
リ
カ
人
の
思
想
と
社
会
的
風
l

コ
に
伺
大
な
変
耳
を
あ
土
え
た
自
動



車
の
庁
一
庄
は
、
部
品
4
業
鉄
釧
・
工
作
機
械
ヴ
ム
な
ど
の
索
材
γ

ム叫ん阜、

あ
る
い
は
石
油
工
業
な
ど
関
連
産
業
の
発
展
を
う
な
が
し
、
農
業
生
産
の

噌
強
を
ふ
く
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
産
来
構
造
の
近
代
化
と
高
度
化
を
相
来

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
項
で
ふ
れ
る
こ
と

と
し
、
こ
こ
で
は
産
業
発
展
の
基
礎
を
な
す
道
路
政
策
の
推
移
を
槻
観
し

よ
う
。日
動
車
の
背
及
は
、
従
米
の
鉄
道
連
送
、
平
水
述
、
培
の
ほ
か
に
、
什
陸

迩
送
に
新
た
な
方
訟
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
必
然
的
に
日
動
車
道

路
政
策
の
劃
期
的
な
権
一
正
会
う
な
が
し
た
。
す
な
わ
ち
一
八
一
七
回
。

年
の
刊
に
連
邦
政
府
は
郵
便
道
路
兼
国
道
建
設
事
業
を
実
施
し
た
D

タ
ー

ン
バ
イ
グ
道
路
挫
設
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
施
策
は

州
政
府
に
対
寸
る
述
邦
政
府
の
越
杵
行
為
で
あ
る
と
の
進
底
為
が
拾
甑
し
、

た
め
に
同
道
建
設
は
通
過
詰
州
の
州
道
建
設
事
業
と
し
て
関
係
各
州
へ
委

譲
さ
れ
に
。
連
邦
政
府
の
道
路
政
後
は
、
以
後
も
つ
ば
ら
鉄
道
袖
助
政
旅

へ
き
り
か
え
ら
れ

t
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
九
一

0
年
代
に
い
た
っ
て
、

一
方
で
は
鉄
道
補
助
政
鋭
へ
の
反
省
と
、
他
方
で
は
白
助
平
と
時
半
と
の

重
量
、
述
度
目
差
引
に
と
も
な
う
道
路
の
適
格
枠
D
両
度
化
目
安
求
と
が

か
ら
み
あ
っ
て
、
道
協
の
間
装
改
修
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
か
く
て
一

九
一
二
年
「
郵
便
川
叩
γ
算
ぷ
認
の
法
伊
」

(
}
U
B
Z
B
E
〉
3
2官
E
C
oロ

〉
♀
且
忌
巴
)
が
成
立
し
、
連
邦
政
府
は
地
方
郵
便
道
路
の
仲
張
と
改

良
と
い
う
各
H
の
も
と
に
、
諸
州
に
対
す
る
政
府
資
金
の
支
出
を
策
定
し

た
。
つ
づ
い
て
一
九
一
六
年
に
は
「
注
邦
補
助
道
路
法
」
(
明

E
O
E
-
E仏

ア
メ
り
ヵ
日
勘
平
工
業
の
ペ
一
成
過
程

国

c
E
〉
丘
丘

5
H念
、
さ
ら
に
一
九
二
一
年
に
は
「
連
邦
道
路
法
」

(司

E
2己
司
ぷ
げ
さ
「
旦

-r仲
良
巴
N
H
)

が
成
立
、
く
わ
え
る
に
第
一
次

大
戦
寸
の
軍
輸
送
の
経
験
も
契
機
と
な
っ
て
、
『
円
動
車
を
泥
沼
か
ら
救

う
L

た
め
の
一
九
二

0
年
代
の
道
路
政
策
が
民
閲
さ
れ
た
d

ま
た
↓
九
二

八
年
に
は
連
邦
制
助
道
路
の
マ
イ
ル
数
を
拡
大
す
る
措
置
も
と
ら
れ
た
。

つ
い
で
批
界
恐
慌
期
に
安
入
す
る
や
、
一
九
三
二
年
の
「
悶
紫
品
急
故
済
お
よ

び
古
事
計
常
朱
南
法
」
(
肘
H

ヨ凶ロμ
白∞唱σロ
Rの4リ可吋同需σ巳Hロ凶
EE。丘出

PEロE乙

(Pい石。E凶E印耳E戸

制
J

定
足
を
発
端
司
〉
之
子
FとF」「司Lし
て
、
寸
山
口
動
車
の
ジ
J
t

人
を
解
消
す
る
』
た
め
の
一
九

三
0
年
代
の
道
路
政
策
、
す
な
わ
ち
白
勘
平
道
路
の
前
弘
拡
充
と
本
格
的

な
四
車
線
以
上
の
道
路
町
一
建
設
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
政
坊
は
、
や

が
て
第
二
次
大
戦
後
の
高
速
自
動
車
道
路
建
設
政
策
へ
と
発
回
す
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
辿
邦
政
府
の
近
路
政
抗
に
み
ら
れ
る
変
化
は
、
ん
」
ア
メ
リ

カ
の
道
路
発
朕
の
指
棋
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
活
路
の
総
延

長
は
、
一
一

O
世
紀
初
頭
に
、
ほ
ぼ
一
一

0
0万
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一九一一

O
年
に
は
一
一
九

O
万
マ
イ
ル
に
延
長
さ
れ
た
。
現
在
の
三

0
0万

マ
イ
ル
余
と
比
較
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
治
略
政
阪
を
と
お
し
て
、
酬
明
れ

の
延
長
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
道
路
の
質
的
改
良
が
強
力
に
お
し
す
す
め

ら
れ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
舗
装
道
路
の
ん
L
道

路
マ
イ
ル
数
に
対
す
る
比
率
は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
は
、
一
九
四

O

年
八
一
四
%
、
一
九
五
五
年
九
三
%
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
道
路
(
ル

l
一
フ
ル
・
ロ
ド
)
に
つ
い

τも
、
一
九

O
円
年
七
・
二
%
、
一
九
一
同

-一、ト
Lι
冷凶

器
ノ
一
プ
;

五
四
4

第
六
円

四
U 



ア
メ
リ
カ
白
助
申
工
業

O
K
成
過
程

年

二
U

五
怖
の
水
準
か
ら
、
一
九
二
五
町
一
七
-
三
%
、
一
九
一
一
五
年

三
五
・
一
%
、
一
九
四
九
年
凶
九
六
%
、
一
九
五
五
年
六
三
八
%
と

2
 

急
速
な
改
修
り
あ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
道
路
の
発
展
と
改
良
が
ア
メ
リ
刀
の
経
済
や
庄
染
を
飛
躍
せ

し
め
る
基
縫
要
凶
と
な
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の

道
路
条
件
の
改
善
発
肢
は
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て
口
火
が
き
ら
れ
た

の
だ
が
、
そ
れ
が
逆
に
自
動
車
工
業
の
発
展
を
う
な
が
す
客
観
的
条
件
と

な
っ
た
@
再
者
の
相
閑
々
係
に
注

H
ず
べ
き
で
あ
る
。

川

W

A

守
野
源
八
郎
「
ア
メ
リ
カ
道
路
交
姐
発
達
史
論
」
一
九
五
九
年
、

二
七
一

1
九
三
ペ
ー
ジ
参
加
υ

な
お
、
一
九
一
六
年
の
連
邦
補
助

道
路
法
」
は
、
そ
の
副
阻
に
「
介
衆
凶
が
地
力
郵
位
道
路
の
津
設
お

主
び
そ
り
他
心
目
的
の
た
め
に
諸
州
を
揃
助
す
る
」
と
を
判
明
注
す
る

法
律
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
路
建
設
忙
対
す
る
連
邦
政
府
の
補
助
金

支
出
を
み
と
め
る
も
の
で
あ
っ
た
ロ
そ
の
限
度
は
州
内
出
路
の
総
マ

イ
ル
数
の
七
併
と
し
た
。
こ
の
限
度
に
つ
い
て
、
一
九
二
八
年
白
改

在
で
は
、
国
有
林
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
南
地
、
そ
の
他
正
邦
保
団
地

内
の
マ
イ
ル
数
だ
け
の
超
過
を
み
と
め
る
と
し
た
。

引

hr巳
o目。

z-σ
冨
E
g
F♀
5
0
2
k
r
g
o
ロ
E
H
o
p
〉

1
0目
。
ヴ
己
。

目
立
ω

自
己
目
∞
R
2
-
E四
戸
毛
田
t
N
参
照
。

J¥ 
ノJ

析

角

ネ且

今
や
ア
メ
リ
カ
で
は
国
民
一

O
人
の
う
ち
一
七
人
は
一
台
以
上
の
円
動
卓

を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
労
働
者
一

O
人
の
う
ち
六
人
は
白
動
車
お
よ
び
そ

第
八

i
九
巻

の
閃
迎
山
口
誌
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
】
日
動
車
工
本
は
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
も
っ
ー
と
も
代
表
酌
な
庄
業
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
単
に
生

産
額
の
巨
大
き
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ム
部
門
L

乙
な
ら
ん
で
、
典

型
的
立
寡
占
構
造
を
構
成
し
て
お
り
、
近
代
的
大
量
生
産
方
式
を
い
ち
早

く
実
剥
し
た
部
門
と
し
て
、
世
界
的
な
評
価
を
か
も
え
て
い
る
の
で
あ

る。

一
九
四
六

第
六
円
ソ

ピ日
/、、

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
自
動
車
生
産
の
雌
史
的
推
移
を
し
め
せ
ば
第
一
表

の
と
お
り
で
あ
る
c

同
に
拭
気
変
動
に
と
も
な
い
、
ま
た
戦
争
に
よ
る
土

産
の
後
退
を
み
る
も
、
概
し
て
飛
躍
的
発
展
の
あ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ま
た
一
九
五
五
年
に
担
け
る
世
界
的
地
位
は
第
二
去
の
と
お
り
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
自
動
車
γ
才
市
の
正
倒
的
な
姿
を
み
る
こ
、
と
が

で
き
る
。
き
ら
に
界
占
構
造
に
つ
い
て
は
第
三
五
の
上
う
に
、
上
位
三
社
、

い
わ
ゆ
る
H
Y
グ
目
ス
リ
の
集
中
皮
は
一
九
五
六
年
で
は
九
六
・
五
伯

を
し
め
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
担
け
る
自
動
車
の
商
業
生
庄
は
八
九
三
年
の
デ
ュ

l
リ

ア
足
弟

(
C
E
ユ2
何一

]
P
E
W
ロ
E
語
ろ
に
よ
る
も
の
を
矯
矢
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
二

0
年
代
に
は
フ
ォ
ー
ド
モ
ー
タ
ー
会
社

F

司
自
己
再
耳
O
H

円
。
)
古
筆
頭
と
し
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ズ
会
社

己
自
己
巴
冨

0
2
2
E
4
一
口
昌
三
ク
ラ
イ
ス
一
プ
会
社

(
2
4
i

m
]
z
n
0
4
〕
の
三
社
に
土
る
広
占
構
造
が
完
成
さ
わ
て
い
る
。

F
な
わ

ち
そ
の
生
成
期
か
ら
僻
々
二

O
年
余
の
期
間
で
、
鋭
角
的
な
寡
占
を
形
成

し
た
わ
け
で
あ
る
ν

し
か
も
G

M

は
、
今
や
ア
メ
リ
カ
巨
犬
会
社
中
の
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ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
生
成
過
程

第
八
1

寸
九
巻

五
回
九

筆
頭
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
フ
ォ
ド
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
も
ま
た
上
位
一
円
一

社
の
う
ち
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
社
と
他
凶
の
代
表
的
な

白
助
事
会
社
と
作
収
す
れ
ば
第
四

表
の
と
お
り
で
あ
る
U

と
も
あ
れ

短
期
聞
の
発
展
過
税
で
、
ア
メ
リ

カ
資
本
主
義
の
な
か
L
聾
J
M
す
る

典
型
的
寡
占
梢
造
を
つ
く
り
あ
げ

た
と
こ
ろ
に
、
一
つ
の
問
題
性
が

セぬる。周
知
の
よ
う
に
、
一

O
世
紀
初

頭
の
ア
d

リ
カ
で
は
、
石
油
、
鉄

鋼
を
は
じ
め
主
要
広
装
部
門
は
す

で
に
資
本
の
集
積
と
集
中
を
確
立

し
て
い
た
。
す
で
に
寡
占
栴
造
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
た
民
業
部
門
、

い
わ
ば
先
進
昨
業
部
門
に
対
し
て
、

自
動
車
工
業
は
ま
っ
た
く
の
後
進

政
楽
部
門
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
こ
の
自
動
巾
1
一
申
込
山
門
た

る
や
、

G

M

の
場
合
を
ふ
く
め

第
一
ハ
号

主



第3表 乗 用 車 生産 の.集中(在 外 ア メ リカ 〔:1動車 工 場.

組 エ 分 を.忌 くむ)(.単 位 台)

会 社 ・ 車 種

ゴ、11ユerican八.:[otors

Hudson

Nash

Rambler

計

ChryslerCorp.

Plymouth

Dodge

DeSoto

Chrysler&Imperial

計

For〔1Motor

Ford

Mere.ury

Lincoln&

Co.

Continen七al

計

GeneralMotorsCorp.

Chevrolet

Pont江8C

QId5エ110bil巳

Buick

C.adilLac

計

1946年

94640,

98,769

193409
7

241656り
158926　
62368　

76,642

539592,

1950年

142.255,

167,869

21674
,

331798,

567381ロ
331220　
127430ロ
167425ロ
1193456,,

　

372,91711,187,122

33408]70955,ア　 ヒ
13,496135,485
457,368.

Stadebaker-PackardCorp.

Packard

Studeb乱ker

.計

CheckerCab

Kai8cr-Willys

Kaiser

Henry].

Willys

.計

CroslCy

総 計

1397,109
131538ロ
114674ロ
156,080
28444,

827847,

42102,

77566
,

//9668
,

0

1ユ753二

/3753,

4,990

.2154625アP

1556688,,

1520553ロ ロ

467655ロ
396757ド
552827ロ
110535

,

3048357,,

72,138

268,099

340237
,

2,715

118554サ
30947サ
5846,

155347,

7,786.

6636384,,

1955年

26623
,

51,315

83852
,

161,790

巨956年
1嚇 年i

集 中度E

7,182

17.841

79162ア

/04,185',

746,361:452,918

316.5841205.820リ ロ
131753104395ロ リ
176.0381107.490コ ロ
1370736870623,,7

1764524ド ド

434911サ
41226
,

2.240661,P

!.850.OJ8ロ 　

581.860ド
643459ロ
781296ド
153334

P

3989987,,

68674,

].ユ2723,

/8/397
,

7

1_021二

4,778

h,799

ゾ

%

1.8

15.O

1373542.ヨ ロ

2岨6628り
48995,
166916528、SP,

1621.018　 サ

332268ロ
432.903ロ
535364,ロ
1409731

,

3062.4126",

13432,

82955,

96387,

3,970

γ
ゾ
ゾ
ゾ

7950377「5.806.756,,,, レ

52.7

ユ.6

0.07

100.0

ユ954年

」看示律li旅

2,033

3333

程:522
1,970

1940り

2224の
2585ロ

2762P

1,8ア5

2.45〔[

3,961

1,855

2,201
2,537

2,465
4,200

2895

{、:、40

齢.

2,547

1,902

(註)ゾ 印 は生 産 停1ヒ。

工 場 指示 の小 売 価 格 は

12.

A.M.A.,狛 認.p.10.よ り作 成 。

4-door,デ ト胃 イ トF.0.B,,恥7伽,z6、/954,

ア

メ
リ

カ
白
目動

一年
τ
.嚇米
の
生
成

過

程

第

八
十
九
巻

五
五
〇

第
六
号

五



日工二王一両iiliEU盃|

弓jI7112l;il:;「:
:ili日ifiz「71;thl 711: 
μ1--Fiat---.. J--=l3_ 872 1 1，379 1 38二1 93 

:21 liJ1割引 ;lお
町三on1ìVlotor ご I~l可ゴ可町τ21
11|竺 二1841 821 主「互-'---4-工王
はlトヨタ 931/1 285! 1竺1 17 1 10 

130，-...，) 

ア

A

リ
カ
白
H
動
車
工
業
の
牛
成
過
程

第
八
」
l

九
巻

よ1

刀

kり

て
す
ら
も
、
寡
占
構
造
を

完
成
し
士
一
九
二

C
年
ま

で
は
、
他
の
先
進
庄
染
部

門
の
独
占
体
な
り
、
金
融

資
本
な
り
の
結
極
的
政
策

的
支
配
附
係
の
設
定
を
う

け
‘
そ
れ
を
と
お
し
て
、

昨
来
的
に
、
企
業
的
に
、

育
成
さ
れ
る
左
レ
う
こ
と

は
な
か
コ
た
。
こ
の
間
、

日
動
」
早
工
業
資
本
は
独
特

の
目
立
性
を
保
持
し
、
み

ず
か
ら
の
主
体
的
花
展
に

よ
っ
て
、
先
進
産
業
部
門

を
経
済
的
に
凌
駕
す
る
ほ

ど
の
発
艮
を
、
と
げ
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
特
共
な
事
態

で
あ
つ
に
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
発
肢
は
、
は

た
し
て
ど
の
よ
う
に
な
し

と
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
u

こ
ζ

に
一
つ
の
問
題

第
六
号

f 

n 



ア
メ
リ
カ
目
動
車
工
業
の
生
成
過
程

が
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
産
業
部
門
聞
の
不
均
守
発
展
と
独
占
形
成
の
関
係
の
分

析
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
日
動
車
エ
業
の
発
展
過
程
を
究
明
し
た

い
と
凪
う
ω

'
四

時
期
区
分
の
問
題

ア
メ
リ
カ
自
動
窄
工
業
内
発
展
を
顧
み
る
に
あ
た
り
、
そ
一
の
時
期
医
分

を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解
が
あ
る
。
た

と
え
ば
ア
メ
リ
カ
上
院
反
ト
ラ
ス
ト
独
占
委
員
会
の
「
自
動
車
管
理
価

格
に
関
す
る
報
告
』
で
は
、
ム
ぃ
川
州
主
A

二
分
し
て
、
形
成
期
(
初
期
か
ら
第

一
次
大
戦
直
前
ま
で
〉
、
フ
ォ
ー
ド
支
配
期
(
第
一
次
大
戦
か
ら
-
九
三

O
年)、

G

M

文
配
期
(
一
九
三
一
年
か
ら
現
在
)
と
し
て
い
る
。
ま

た、

D
・
A
-
ム

l
ア
は
、
実
験
期
(
一
八
九
八
年
以
前
〉
、
小
企
業
生

産
期
(
一
八
九
九

l
一
九
一

O
年
九
市
場
拡
大
k
フ
ォ
ー
ド
、

G

M

の
成
長
期
二
九
一
一
一
一
一
一
年
三
ピ
y

グ
ス
り
と
少
数
独
立
会

訟
の
競
争
期
(
一
九
二
三

l
四
一
年
)
、
繰
り
延
べ
需
要
の
充
足
と
新
し

い
部
門
酌
安
定
期
ハ
一
九
四
六
五
三
年
)
に
区
分
し
て
い
る
。
あ
る

い
は

E

B

ア
ル
ダ
l
フ
ァ
l
お
よ
び

H

E

・
ミ
ク
ル
は
、
実
験
期

七

九

O
八
年
ま
で
)
、
フ
ォ
ド
の
市
場
支
配
期
(
一
九

O
八

二

五

年〉、

G
-
M
支
配
期
(
一
九
二
六
1
五
六
年
)
ー
と
し
て
い
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
目
的
に
し
た
が
っ
て
、
時
期
区
分
に
異
同
が

あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
円
動
車
工
業
部
門
の
内
的
構
造
の
変
化
と
ア

第
八
十
九
巻

五
四

五

.n--" 

約
六
号

メ
り
カ
経
、
併
に
し
め
る
部
門
的
経
済
力
の
北
君
、
と
の
附
係
か
ら
分
析
す
る

と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
段
階
的
時
期
区
分
を
と
る
べ
き
だ
と
わ
た
く

し
は
考
え
る
。

一
九
二

O
年
恐
慌
を
境
と
し
て
、
全
期
聞
を
二
分
し
、
そ
の
前
半
を
競

争
期
、
後
半
を
独
ト
口
期
と
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
こ
れ
を
細
分

し
て
、
競
争
構
造
の
形
成
と
そ
の
進
展
過
程
(
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
一

O
年
恐
慌
)
、
競
争
構
造
の
も
と
に
お
け
る
独
占
構
造
へ
の
推
転
過
程
(
一

九
一
一
ー
l
二
O
年
恐
慌
)
と
す
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
独
占
栴
造

の
確
立
地
料
(
一
九
二

0
年
代
〕
、
世
界
恐
慌
期
、
第
二
次
大
戦
期
、
お

よ
び
独
占
構
造
の
成
熟
地
符
〔
一
九
四
五
年
か
ら
現
在
〕
に
介
訓
す
る
。

細
分
し
た
存
過
程
の
分
析
は
本
論
に
ゆ
ず
る
こ
と
し
乙

L
、
本
項
で
は
娩
争

期
と
独
占
期
の
分
割
に
つ
い
て
論
拠
を
示
そ
う
。

同
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ー
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Z
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一
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目
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九
戸
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E
Pロ
同
日
仏

E
訂
ヲ
言
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寸

-
2
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す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
自
動
車
正
業
部
門
で
は
短
期
間
に
寡
占
構
造

が
形
成
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
企
業
聞
の
競
争
左
淘

汰
は
、
他
の
部
門
土
り
一
層
の
激
し
さ
と
深
刻
さ
を
も
っ
て
い
た
。
す
な



わ
ら
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
七
作
主
で
の
期
同
に
楳
業
L
た
自
動
車
会

社
は
一

0
0
0社
を
上
廻
る
主
い
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
一
九
O
三
年
な
い

し
一
九
二
六
年
の
闘
に
r
け
動
車
の
生
産
、
販
売
に
従
事
し
た
も
の
一
八
一

位
、
う
ち
二
一
一
七
社
が
倒
産
と
吸
収
合
併
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
た
。
そ
し

て
こ
の
一
八
一
社

ρ平
均
営
業
年
数
は
九
四
年
、
営
業
継
続
期
闘
が
一

六
年
以
上
の
も
の
は
一
九
判
、
一

(
U
年
以
上
の
も
の
は
三
六
%
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
も
っ
て
そ
の
競
争
と
淘
汰
の
激
し
さ
か
包
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
こ
に
一
九
O
二
年
か
ら
二
六
年
に
い
た
る
自
助
車
製
造
莱
者

の
推
移
を
み
れ
ば
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
り
、

t一
要
会
社
の
変
遷
を
概
観

寸
れ
ば
第
一
図
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ゐ
で
第
五
衰
に
よ
っ
て
各
年
次
の
営
業
数
白
推
移
を
み
れ
ば
、
一

九
二
一
年
を
ピ
ク
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
漸
増
傾
向
は
漸
減
傾
向
に
転

じ
て
い
る
。
ま
た
開
業
と
廃
業
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
O
年
を

肢
と
し
て
廃
業
が
急
榊
す
る
傾
向
を
し
め
し
て
お
り
、
↑
九
二

0
年
代
に

は
廃
業
数
は
閣
業
数
を
凌
駕
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
企
業
数
の
漸
減
傾
向
は
、
同
時
に
生
産
集
中
度
。
時
艮
と

併
汁
し
つ
つ
進
行
し
た
の
で
あ
ゐ
。
す
な
わ
ち
一
九
O
四
年
で
は
、
上
位

三
社
が
占
め
た
ガ
ソ
リ

γ
自
動
車
の
生
産
集
中
度
は
三
七
%
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
O
九
年
を
一
五
年
の
生
産
集
中
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
・

一
%
、
五
一
二
%
と
な
h
、
さ
ら
に
一
九
二

0
年
代
の
前
半
で
は
フ
ォ

ー
ド
一
社
の

4
で
約
五
C
%
の
生
産
宣
支
配
し
、
G
M
ま
た
約
一
O
%

の
水
準
を
た
も
ち
、
両
社
の
生
産
集
中
度
は
七
O
%
に
な
っ
て
い
る
。
生

ア
メ
リ
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の
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成
過
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産
集
中
度
の
推
移
は
、
後
に
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
7

才
ド
、

G
-
M
の
資

木
的
経
営
的
構
造
の
拡
充
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
九
二
O
年
以
後
の
寡
占

構
造
の
惟
立
を
し
め
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ω
ν
ι
E
E
E
Z
H
E

可ロ
Em-
〉

E
。日。
E
F
F
F
E
'
℃同
V

除、

t印

参
服
。

川

例

目

白

〉

E
5
Z
Z
待

出

河

岸

H
n
戸
、
長
丘
ヨ
日
V

H

印
-
〕
参
照
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
わ
は
白
動
車
工
業
部
門
が
し
め
ゐ
経
済
的
比
重
に
つ
い

て
見
ょ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
指
楳
と
し
て
、
全
産
業
の
大
分
類
の
製
造
正

装
に
投
下
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
総
資
本
額
と
、
製
造
工
業

r包
屈
さ
れ

る
中
分
類
の
部
門
出
資
本
総
額
、
な
ら
び
に
交
通
機
関
製
造
工
業
の
中
の

小
分
類
(
自
動
市
中
鉄
遊
・
航
生
機
各
製
冶
業
〉
の
各
業
利
則
資
本
総
鋲

に
つ
い
て
、
川
期
別
の
比
重
と
推
移
を
た
い
よ
れ
ば
‘
第
六
去
が
え
ら
れ
る
G

v
i

れ
に
よ
れ
ば
、
山
動
車
工
業
は
一
九
世
紀
末
の
生
成
期
に
は
三
六

0
0

万
ド
ル
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
O
年
後
、
一
九
O
九
年
に
は

約
五
倍
、
一
九
一
九
年
に
は
五
O
倍
、
一
九
二
九
年
に
は
七
O
倍
、
そ
し

て
一
九
四
八
年
に
は
一
六
缶
借
と
い
う

H
覚
ま
し
い
発
肢
を
と
げ
て
い
る
。

か
か
る
飛
躍
的
な
資
本
開
加
は
、
製
造
工
業
ぜ
ん
た
い
の
総
資
本
鋭
の
増

加
率
k
比
較
し
て
、
ま
っ
た
く
異
例
の
増
加
趨
勢
で
あ
る
し
、
現
代
産
業

円
一
央
型
た
る
精
油
部
門
の
急
激
な
発
展
ギ
さ
え
し
の
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
製
造
工
業
総
資
本
に
し
め
る
白
動
車
工
業
部
門
の
資
本
比
屯
も
、
一

九
一
ー
九
年
を
段
、
と
し
て
、
単
一
種
目
商
品
の
製
造
業
と
し
て
は
、
精
油
部

門
に
つ
ぐ
比
重
他
を
も
つ
に
い
た
っ
た
ω

そ
し
て
一
九
二
心
年
代
の
自
動

ア
メ
り
A
自
動
車
工
業
の
生
成
過
程

ホ
工
業
部
門
は
、
鉄
鋼
生
時
高
の
二
O
%
、
ガ
ソ
リ
シ
の
九
O
%
、
ゴ
ム

の
八
O
%
、
板
ガ
ラ
ス
の
七
有
%
を
使
川
し
、
全
製
造
工
業
従
業
員
数
の
一

約
五
%
を
雇
用
す
耐
経
済
力
を
も
ち
、
名
実
と
も
に
そ
な
わ
っ
た
ア
メ
リ

カ
の
代
表
産
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
D

こ
れ
ら
の
指
棋
を
と
お
し
て
、
ア
メ
リ
カ
向
動
車
工
業
の
発
民
過
世
は
、

一
九
二
O
年
を
も
っ
て
部
門
的
構
造
愛
化
の
エ
ポ
ヴ
ク
を
面
し
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
ヒ
に
一
川
し
た
指
棋
は
、
い

わ
ば
量
的
側
閣
で
の
把
握
で
あ
る
Q

お
よ
そ
、
独
占
と
い
い
、
広
占
と
い

う
場
合
、
問
題
は
こ
れ
ら
の
量
的
指
標
の
背
後
に
ひ
そ
む
資
本
構
造
と
そ

り
発
展
形
態
に
関
す
る
分
析
に
あ
る
。
以
干
こ
れ
に
焦
点
を
あ
わ
せ
つ
つ
、

自
動
車
工
業
の
発
展
過
程
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

川
別
』
口
間
程
一

FH己
}
]
u
z
u

M
W
小
山
汁

R
Z
E
E
-
E耳
目
丘
O
同
匹
。
巴

α
〉

L
c
u
p
z
u
u
H

五

企
業
心
発
生
と
競
争
・
淘
汰

自
動
車
そ
の
も
の
の
発
明
は
一
七
六
九
年
の

N
I
-
キ
ュ
ノ

1(ZHJ

r
y
o
-
E
T
E
-
u
u
h
d田
ロ
え
)
に
土
る
蒸
気
自
動
車
が
最
J

削
の
も
の
だ
と

い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
尖
川
化
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
一
八

二
0
年
代
か
ら
イ
ギ
り
ス
で
蒸
気
自
動
車
の
研
究
が
す
す
ん
だ
が
、
一
八

六
五
年
の
赤
旗
法
(
声
色
目
指

F
E〈
山
街
地
を
山
動
車
が
走
る
と
さ

は
、
赤
旗
を
も
っ
た
人
間
を
先
行
さ
す
こ
と
を
規
定
。
)
制
定
は
、
一
八

九
ハ
年
同
法
山
町
汁
ま
で
の
問
、
そ
の
発
達
を
い
ら
じ
る
し
く
阻
害
し
た
。

凱
八
十
九
巻

五
エ
明
白

五

七

部
ハ
号



ア
メ
リ
カ
山
動
ド
工
車
内
川
1
成
叫
刑
罰

第
八
十
九
巻

五
元
J

ハ

治
」
ハ
号

ゴZ
/¥ 

問
一
山
川
'
側
三

m
m
M
抑

制

例

制

山

町

一

部

町

一

m
一
山
一

M

U
一

1

1

1
一
日
三
一
i
r

信
一
土
宗
仰
山
肌
宮
市
川
訓
即
刻
記
一
間
一
切
|
引
い
一
宮
一

明引一
1

一2
;

1

1

i

;

一

一

一

一

]

一

o
h
e
u
u

h
m

一明一
Z
M
l
u叫
叫
川
副
町
叫
剖
m
司
ぷ
一
川
口
|
引
川
出
足
時

Mr

r
一一ー一山
r
L川
駅
叩

r
r
L
U
J
1一
山
中
一
在
日

一間一
9
，

E
P
-
-，
L
え

Z

1

3，
2
，
民
己

E
1
5
1
1
3
1
一
幻
~

4

9

一
m
m
一
を
額

H
U
岨

叫

川河一叶

lr剖
割
引
割
引
別
出
羽

ιー
が
川
汀
川
一
位
古
川

一

日

玩

民

主

Z

L
え

え

L
止

Z
4
1
5，一

L

L

工

一

f

工
一
7
6
一年

2
1
h

一

M

M
一mm
印
刷
制
抑
制
山
一
叫
が
…
山
山
町
一
一
例
即
日
明
一
四
一
一

M

M
一

w
m
函
問
問

r

i
-
-に
い
I
l
l
1
1
1
!
!
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
L
I
-
-
1
1
1「
L
I
l
i
-
-一I
l
-
-

一
門
数
日

u

h

H

¥
二
閉
口
山
品
品
川
間
口
同
プ
木
口
問
ス
品
口
同
械
油
一
平
備
機
↑
他
一
%
車
油
一
一
川
車
油
一
部
指

~
~
I
t

年

¥

¥

一

軒

山

製

製

飢

え

叫

製

付

川

製

剛

一

勤

地

空

計

一

つ

↑

崎

両

一

削

助

一

白

柳

…

M
m
U
M

一

也

-
L
r
λ
ト
ロ
鴨
川
山
口
両

f倒
1
一

一

一

円

精

一

円

精

一

ω

第 6表



こ
の
よ
う
な
初
期
の
蒸
気
自
助
事
の
研
究
に
か
わ
っ
て
、
一
八
六
心
午

に
は
ア
ラ
ン
ス
で
内
燃
機
関
白
利
用
が
」
夫
さ
れ
、
一
八
六
六
年
の
四
サ

イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
、
一
八
七
二
年
の
一
ア
レ
イ
ト

γ
(切

Z10ι
・
1

ン

ジ
ン
の
発
明
以
後
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
が
す
す
み
、
一
八
八

五
年
に
は
ド
イ
ツ
で
ダ
イ
ム
ヲ
l

(
。
。
丘
二
。

σ
ロ
E
E
H
2〕
、
ベ

γ
ツ

(
Cユ
ロ

2
4
に
よ
る
ガ
ソ
り
ン
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
の
第
一
号
車
の

完
成
を
み
た
の
で
あ
る
s

ア
メ
り
カ
で
は
一
八

O
五
年
口
・
イ
ヴ
ァ
ン
ス

(o-竺
同
開
高
ロ
ろ
に

よ
っ
て
ホ
陣
阿
川
の
蒸
気
動
力
事
が
発
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

S
目

H・

ロバ

3
1〈
2
常

時

国

対

4
2
)
に
よ
っ
て
、
一
八
五
九
九
五
年

の
同
に
、
一

O
台
の
実
験
川
蒸
気
p

け
動
車
が
つ
く
ら
れ
「
が
、
商
業
生
産

へ
の
発
展
は
み
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
先
駆

O
L
t
c
E
・
デ
ム

1

リ
ア
令
官
ユ
O

印
刷
ロ
日
立
と
は
、
自
転
車
の
販
売
修
理
議
官
い
と
な

む
か
た
わ
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
、
蒸
気
阿
エ
シ
ジ
ン
古
研
究
、
一
八
九
一
年
に

ガ
ソ
リ
ン
向
動
車
の
作
製
に
成
功
し
?
。
そ
し
て
事
業
家
E
・
F
・
マ
ー

カ
ム
(
肘
2
E
司

冨

2
E
E
)
白
山
資
一

0
0
υ
ド
ル
を
え
て
、
機
械

工
で
あ
コ
た
弗

I
・
F
・
プ
ュ

l
リ
ア
(
]
明
白
早
口
日
吉
凶
)
の
協
h
H

の
も
と
に
、
一
八
九
三
年
、
そ
の
商
業
生
出
を
附
始
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
自
動
車
の
商
業
生
産
は
乙
の
時
点
か
ら
は
じ
ま
っ
た

k
Hさ
れ
る
。

つ
い
で
一
八
九
五
年
デ
エ
リ
ア
第
二
号
車
は
、
シ
カ
ゴ
の
「
タ
イ
ム
・

へ
ラ
ル
ド
」
レ
ス
に
優
勝
し
て
、
ガ
ソ
り
ン
自
動
車
発
達
の
磁
石
を
つ

2
 

く
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
山
H

助
半
工
業
の
斗
一
成
渦
程

他
方
、
古
気
の
利
用
は
日
動
卓
に
も
お
よ
び
、
一
八
九
一
午
に
W

一て

リ
ソ
ン
(
君
H
E
R自

肖

2
2
Eロ
)
が
電
気
日
動
阜
を
製
作
し
、
翌
年
に

5
 

は
ジ
カ
ゴ
で
試
運
転
を
お
こ
な
っ
た
。

お
よ
主
ヨ

1
ロ
y

パ
の
場
合
で
あ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
あ
れ
、
問

問
車
研
究
の
初
期
に
は
、
そ
の
動
力
に
悲
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
の
一
一
極

が
州
究
さ
れ
た
。
こ
と
に
内
燃
機
関
は
騒
官
、
と
低
効
率
性
の
た
め
に
、
当

時
は
む
し
ろ
電
池
に
よ
る
モ
ー
タ
ー
の
利
用
を
問
団
活
す
る
こ
と
に
危
点
が

お
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
保
首
で
あ
り
、
久
ム
ズ
な
走
行
が

可
能
で
あ
り
、
ギ
ヤ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
装
置
が
不
要
で
運
転
操
作
も
間
使
で
、

燃
料
も
充
一
亀
山
み
で
凶
難
性
も
少
な
か
っ
た
。
た
だ
登
収
力
の
山
明
さ
と
、

蓄
電
器
の
重
量
に
問
題
点
を
も
っ
て
い
た
が
、
と
も
か
く
同
市
に
か
わ
る

「
馬
な
し
馬
半
」
の
決
定
版
と
し
て
刊
目
さ
れ
て
い
た
こ

ιは
、
た
し
か

で
あ
る
0

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
〈
ら
ベ
円
動
車
の
商
業
生
産
に
若
干
の

時
期
的
な
お
く
れ
を
と
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九

0
0年
前
後
に

は
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
と
電
気
自
勘
平
の
い
ず
わ
を
と
る
べ
き
か
と
い
う

問
題
が
、
業
者
主
し
て
白
将
来
を
決
定
す
る
基
古
酌
要
因
と
し
て
意
識
に

の
ぼ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

川

W

R
動
車
の
発
明
史
に
つ
い
て
は
種
々
。
文
献
が
あ
る
が
、
本
間
か

ら
は
な
れ
す

F
る
む
で
割
愛
し
た
い
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
、

す
げ
口
出

z-
同
宮
}
〉
日
O
H
M
n
m
w
H
戸
〉
E
o目
。
宮
古
己
P
ロ
巳
皇
宮
耳
目
-

H
曲
目

ω

を
参
照
し
た
。

ω
】
出
回
耳
、

F
Eヨ
]
U
H
V
N

ム
J
日

第
八
十
九
巻

五
五
包

第
六
号

3花
コ



ア
メ
リ
カ
臼
動
車
士
業
の
件
成
過
記

ω川刊
ι。
、
司
寸

さ
て
こ
己
で
ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
栄
の
幸
政
過
躍
に
つ
い
て
、
そ
の
第

一
ペ
ー
ジ
を
か
さ
る
べ
き
開
拓
者
の
系
譜
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

円
動
車
業
者
の
経
雄
は
多
様
を
き
わ
め
ヤ
い
る
口
だ
が
主
要
な
も
の
に

つ
い
て
大
別
す
れ
ば
、

A

自
転
卒
業
者
、
二
府
車
栄
晶
、
三
機
械

技
術
者
、
の
一
一
一
グ
片

l
フ
に
区
分
す
る
こ
L

と
が
で
き
る
。

円
転
車
染
者
は
、
自
転
車
自
体
が
一
つ
の
機
械
構
造
を
も
っ
て
お
り
、

タ
イ
ヤ
、
車
輪
、
ベ
ヤ
り
ン
グ
、
変
辿
装
置
な
ど
を
主
お
し
て
、
初
期
の

自
動
車
榊
造
に
多
大
の
影
響
を
あ
た
え
、
道
路
改
修
へ
の
社
会
的
関
心
を

も
た
か
め
た
と
レ
わ
れ
る
。

L
た
が
勺
て
初
期
の
自
動
平
業
者
の
大
部
分

は
円
転
車
来
岩
か
ら
の
転
身
者
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
前
記
の
一
ア
ム

1
リ
ア
兄
弟
も
そ
う
で
あ
っ
た
し
、

A

人
・
ポ
プ

(乙
σ
2斤

hFHU。官。)、

A
-
ウ
ィ
ン
ト
ン
(
〉
古
河
川
自
色
O
H
S
J
P
Z
H同〕、

T

B

・
ジ
品
フ
ェ
リ
〈
ロ
E
ヨ
mZ
ロ
守
山
0
4
)
な
と
が
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
。
後
年
G

M

の
社
長
(
一
九
三
七
円
。
年
〕
L

と
な
っ
た

w

as'
ナ
ド
セ
ン
(
司
己
E
E
ω

同

E
己
吉
と
も
こ
れ
に
属
す
る
。
そ

L
て
紋
等
は

HUe-)
の
己
E
E
R
E
E
-四
円

C
(同
町
唱
団
)
、

Z
E
E出
回
{
。

け

O月
門
戸
円
円
。
(
]
{
印
2
J
、
司
}Zハロ史
ψ
M
W
]
0同
OH〈
貯
円
。
(
一
EDAU)
に

よ
っ
て
自
動
車
生
践
を
開
始
し
た
。
そ
の
他
、

E
2
8
k
/口
。
乏
門
町
肖

n
e
c
s
c
、
司
2
H
]
o
m
m
E
C
Z
H
h
R
ロ
0
(
-
S
C
)
な
い
よ
が
有
名
で

あ
る
。日
」
れ
ら
諸
会
社
の
れ
障
と
規
艇
に
つ
い
て
は
紙
山
の
部
〈
一
町
に
よ
っ
て
約

第
八
十
九
巻

五
五
八

約
六
号

/、。

介
し
え
な
い
の
で
、
以
下
に
お
い
て
、
各
グ
ル
プ
ご
と
に
代
去
的
な
も

の
を
概
観
し
よ
う
。

Hdv
官
宮
崎
∞
門
C

(

出
川
口
氏
。
同
《
]
}
円
。
ロ
目
。
仲
M
O

丘
)
は
古
〈
南
北
戦
争

刷
出
に
資
本
金
三

0
0
0ド
ル
で
設
立
さ
れ
、
一
八
七
七
年
か
ら
自
転
車
土

佐
を
は
じ
め
た
。
一
八
七
八
作
、
巧

2
品
目
。

g
E
m
z
z
E
5
円
。
を

合
併
、
部
品
生
広
を
担
当
さ
吐
、
同
時
に
山
口
転
耳
関
係
の
特
許
を
貝
集
し

た
u

モ
し
て
一
八
九
心
ヰ
代
に
は
ア
メ
リ
カ
故
大
の
自
転
車
会
社
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
、
ガ
ソ
リ
ン
一
一
輪
車
を
製
作
し
た
H
・
P
・

マ
キ
シ
ム
ハ
国
司
出
円
自
出
)
を
ま
ね
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ジ

の
研
究
に
MlH
手
し
、
円
動
車
生
庄
の
第
一
歩
を
ふ
み

rし
た
u

だ
が
そ
り

騒
青
は
尖
川
化
へ
の
ポ
l
プ
の
な
欲
を
失
わ
し
め
、
一
八
九
七
年
に
は
電

気
自
動
車
の
研
究
に
主
力
を
き
り
か
え
た
。
か
く
て
一
八
九
八
、
九
年
に

は
電
気
自
動
車
五

O
り
台
、
ド
カ
ソ
リ
ン
自
動
車
四

O
台
が
生
産
さ
れ
た
が
、

業
績
の
恵
化
に
よ
っ
て
、
一
八
九
九
年
に
は
白
副
車
部
門
を
分
離
し
て
、

資
本
金
凶

0
0万
ト
ル
を
も
っ
て
自
転
車
製
造
に
復
帰
、

ν
2
2
R
Pロ

〈。
F
H
n
Z
円
。
の
名
称
の
も
ー
と
に
四
五
社
、
五
六
工
場
を
合
併
し
た
が
、

三
年
後
自
転
ホ
の
需
要
減
退
に
よ
っ
て
倒
一
目
し
た
。
な
お
分
離
さ
れ
た
白

動
車
部
門
は
技
術
仰
と
と
も
に
己

2
E
n
〈
0
7
5
F
円
。
に
合
併
さ
れ

ι。
A
E
A

ポ
プ
法
再
起
を
筑
し
て
一
九

O
コ
年

HU40
耳

O吉川

口
号
円
。
を
設
主
し
、
同
ν
。旬。!吋
R
U
-

丘
o
な
ど
凹
積
類
の
一
気
筒
ガ
ソ
リ

ン
悶
励
車
を
生
躍
し
た
。
け
れ
ど
も
距
争
は
す
で
に
激
化
し

ρ
っ
、
ま
十

政
気
筒
車
へ
の
発
展
期
を
ひ
か
え
、
別
々
木
舶
は
似
訓
を
き
わ
め
土
。



同

吾

、

目
v

∞J
H
日
参
照
。
宅
百
件
。
ロ
己
主
。
同
門
司
円
。
は
資
本

金
二

O
万
ド
ル
で
設
』
さ
れ
た
。
設
立
有
A
-
ウ
ィ
ン
ト
ン
は
当
初

港
湾
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
後
二
ュ
!
ヨ
ー
ク
で
汽
船
の
技
術
者
を

へ
て
、
一
八
九
ひ
年
か
ら
円
転
車
の
製
作
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
山

」

h
車
内
ポ
ー
ル
・
ベ
ヤ
リ

ν
グ
、
ス
プ
リ
ン
グ
、
サ
ド
ル
な
ど
を
利

川
し
た
自
動
車
の
製
作
を
研
究
し
、
一
八
九
六
年
試
作
市
「
の
走
行
に

成
功
し
た
υ

ア
メ
リ
カ
で
第
六
排
日
の
カ
ソ
リ
ン
市
で
あ
っ
た
。
彼

比
政
J

剃
か
ら
ガ
ソ
り
ン
・
エ
ン
ジ
ン
の
み
を
耐
究
し
た
こ
と
は
一
つ

の
特
徴
之
い
わ
れ
る
。
会
社
設
立
前
後
六
人
乗
り
の
パ
ス
製
作
の
注

文
を
う
け
て
製
作
し
た
が
、
注
文
者
に
対
す
る
時
平
業
者
か
ら
の
損

害
防
償
訴
訟
や
脅
迫
に
よ
っ
て
、
こ
の
パ
ス
は
街
路
を
芳
る
こ
と
な

く
処
分
さ
れ
た
。
一
八
九
八
年

γ
は
じ
め
て
一

0
0
0
ド
ル
で
東
用

平
を
販
売
、
目
。
ロ
ド
ル
の
利
潤
を
計
上
し
て
以
後
、
漸
次
業
殺
は

上
昇
し
た
。
同
年
夏
グ
リ
1
ヴ
ヲ
シ
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間
の
デ
モ

γ
ス
ト
レ

1
シ
宝
ン
ド
ラ
イ
ブ
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
は
己
月
一
一

八
日
か
ら
九
月
七
日
に
か
吋
て
八

0
0
マ
イ
ル
に
お
よ
ぶ
ド
ラ
イ
ブ

で
、
一
日
技
大
走
行
哩
程
一
五

0
マ
イ
ル
、
一
日
間
l

均
ガ
ソ
リ
ン
泊

投
童
六
ガ
ロ
ン
、
そ
の
実
定
時
間
七
八
時
間
間
三
分
、
「
王
宮
山
に
絶

す
る
」
恵
路
の
踏
破
と
し
亡
は
日
ぎ
ま
し
い
記
録
で
あ
っ
た
。
き
ら

に
こ
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
ウ
ィ
ン
ト
ン
は
子
型
ユ
ン
P

ン
を
縦
型

エ
ン
ジ
ン
に
回
換
え
る
な
ど
の
構
造
面
改
良
の
ヒ
ン
ト
を
え
た
。
か

〈
て
一
九
心
一
年
に
は
資
本
金
一

0
0
万
ド
ル
、
日
産
一
ハ
台
の
故

大
円
動
車
会
社
に
な
っ
た
。
同
社
は
揖
一
次
大
戦
後
ま
で
存
続
し

た

ア
メ
リ
刀
自
動
車
工
装
の
生
成
過
程

馬
引
業
者
か
ら
白
山
日
山
記
名
主
な
っ
た
も
の
に
は
、
日
付
ロ
骨

E
w
t

k
F
H
H
E
目
。
ず
己
@
円
。

(ω
。
ロ
岱
戸
出
。
翌
日
、
同
ロ
己
〉

(
H
U
G
A
H
)
、
印
仲
山
口
【
『
吋
仏

話
回
μ
m
o

円
。
(
叶
内
川
口
w

E

E

ヰ
タ

][HH巳
)

パ

H
G
C
M
)
、
》
「
伸
。
7
0】
-

M
円

C
A
O
同

円
。
(
阿
川

R
E
P
〆4
M

聞の

)
(
H
8
5
な
ど
が
あ
る
心
全
般
的
に
同
車
業
持

は
自
転
車
業
省
に
く
ら
べ
て
、
自
動
市
議
へ
の
転
身
は
世
々
と
し
て
い
た

す
な
わ
ち
当
時
で
は
馬
車
は
白
動
車
の
エ
ン
ジ
γ
よ
り
は
確
実
な
推
進
力

(
馬
)
を
も
っ
て
い
た
。
ま
に
米
回
戦
争
〔
一
八
九
八
年
三
市
亜
戦
争

(
一
八
九
九
|
一
九

O
二
年
)
に
よ
る
軍
一
官
吏
に
さ
さ
え
ら
れ
た
馬
車
ブ

ー
ム
が
つ
づ
い
た
n

こ
れ
は
円
収
車
が
一
八
九

0
年
代
末
に
一
需
要
減
退
の

傾
向
に
さ
ら
さ
れ
ζ

い
た
の
止
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
っ
た
。
く
わ
え
て
白

動
車
の
山
現
に
恐
戚
を
感
じ
て
い
る
馬
車
運
送
業
者
の
支
持
も
あ
っ
て
、

自
動
車
生
起
へ
の
転
向
は
自
転
車
業
告
の
場
合
に
く
ら
べ
若
干
の
時
期
的

な
ズ
レ
を
し
め
し
た
の
で
あ
る
。

馬
車
業
者
か
ら
白
動
車
業
へ
入
っ
た
前
記
会
社
の
う

b
、
も
っ
と
も
有

名
な
の
が

F
邑
吾
川
骨

2
出
丘
百
円
。
だ
あ
る
。
同
社
は
一
八
五
二
畳

ω苫
仏
mσpw角
出

ZF2ω
冨
E
Z
F江
戸
己
M
M
m

四
円
。
〉
し
て
馬
車
生
産
を

は
じ
め
た
。
五
人
兄
弟
の
う
ち

]
0
百

回

ωEPσ
島
2
は
、
ゴ
ー
ル

ド
・
一
ア
ヴ
ジ
ュ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
手
押
一
愉
車
を
製
作
し
て
好
評
を

え
、
一
八
九

0
年
代
に
は
世
界
最
大
の
馬
平
製
造
業
者
と
な
っ
た
。
一
八

九
一
年
に
彼
の

K
附

甲

己
2
E
r
叩
同
岳
が
入
社
し
た
。
彼
は
毛

タ
の
研
究
占
で
あ
り
、
同
社
の
自
動
車
生
産
へ
の
契
機
は
彼
に
よ
っ
て

あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
。
、
と
も
あ
れ
一
八
九
八
年
か
ら
電
気
自
動
車
の
実

第
八
十
九
巻

五
五
九

第
六
号

/、



ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
生
成
過
程

験
を
は
じ
め
、
一
九

O
二
年
第
一
号
車
を
完
成
し
た
。
そ
し
て
同
年
巴

色
可
石
戸
、
。
E
n
r
n
o
-
か
ら
一

O
U台
の
耳
ι
悼
の
注
i父
を
う
け
た
の
を

は
じ
め

k
し
て
業
績
は
発
展

L
、
一
九

O
凹
作
に
は
口
問
E
E
出
荷

円
。
を
合
併
し
て
吃
!
夕
、
シ
ャ
!
シ
の
供
給
工
場
と
し
、
み
ず
か
ら

は
ボ
デ

1
生
産
と
販
売
を
担
当
し
、
社
名
も

E

E各
一
巳
百
円

KFEO目。

E
百
円
。
と
し
て
目
助
事
会
社
ヘ
脱
皮
し
た
の
で
あ
る
。
同
社
は
一
九
二

0
年
代
に

E2noilρ
同

3
4
円
何
百
円
。
を
以
収
し
、
一
九
五
四
年
以
後

pw品
目
仏

Z
E
C同

hm百
円
。
と
合
同
し
て
、

m
z
c
σ
σ
p
w
o円
可
宮
W
E
C

nc門
司
と
し
て
現
存
し
て
い
る
ω

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

G
-
M
の
創
設
者
W

C

・

デ
ム
ラ

y
(
J
F己
E
E
n
E官
、
ロ
E
E
M
G
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

G
a
M
琵
田
町
史
が
ア
メ
り
カ
自
動
車
工
業
発
展
の
一
側
由
を
な
し
、
そ
の

主
役
L
R

し
て
奔
放
無
類
の
活
躍
を
し
た
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
一
見
す
る
こ

と
は
、
後
の
む
論
と
の
関
連
か
ら
も
必
要
で
あ
る
う
。

彼
は
一
八
六

O
年
ボ
ス
ト
ン
に
生
れ
た
。
一
八
六
五
年
彼
の
相
究
は
、

当
時
馬
車
製
造
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
の
フ
リ

γ
ト
で

製
材
撲
を
は
じ
め
た
し
彼
は
祖
父
の
業
務
に
た
ず
き
わ
っ
て
後
、
一
一
一
歳

で
小
工
場
を
も
ち
応
牢
製
造
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
一
八
八
五
年
J
-
D

-
ダ

l
ト
(
}
白
色
S

F

E
後
に
自
動
車
業
者
と
な
る
)
と
L

と
も
に

口
耳
目
片
口
。
江
門
出
口
品
。
円
。
を
設
立
し
て
馬
車
組
立
販
売
に
専
念
し

た。

w
・
c-
デ

士
7
y
が
さ
ら
に
自
動
車
業
界
へ
入
ゐ
に
は

D

D

・

ピ
ム
イ
ッ
ク
〈
口
百
五
ロ
zロ
ヴ
巳
国
E
わ

W
」
と
の
む
す
び
つ
き
が
必
廷
で

結
八
十
九
巻

五
戸
。

第
六
号

あ
っ
た
G

D
・
D
-
ピ
ュ
イ
ッ
ク
は
、
♂
八
八
二
年
に
倒
産
し
た
勤
務
先
の
測
量

器
会
社
を
買
収
し
て
、
内
燃
機
関
の
研
究
を
は
じ
め
た
。
一
八
九
九
年
同

社
を
一

O
万
ド
ル
で
売
却
、
別
に
〉
E
C
4
2
E
h
r
司
2
2
H
h。
を
設

立
し
て
船
耐
用
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
を
お
こ
な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
失
敗
に

お
わ
り
、
あ
ら
た
に
顕
升
式
エ
ン
ジ
ン
(
ぐ
巳
Z

E

F

E

E回
目
与
を

作
成
し
た
。
こ
の
間
彼
は
資
金
を
費
消
し
、
デ
ト
ロ
イ
}
の
金
属
板
製
造

業
者
プ
リ
ス
コ
兄
弟
(
出
2
M
E
E
F
P
E
W
F
M
mゎ
。
⑦
)
か
ら
一
一
五

0

0
ド
ル
の
援
助
を
え
た
が
業
績
は
不
振
に
拘
わ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九

O
一二

年
、
プ
リ
ス
コ
兄
弟
か
ら
の
九
万
九
七
円
。
ド
ル
の
出
資
を
え
て
、
一
。

万
l
ル
の
資
本
金
で

E
Eの
W
出
Oけ
O
H
h
z
円
。
を
設
立
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
彼
の
純
白
拙
劣
の
た
め
に
業
結
は
あ
が
ら
ず
、
プ
り
ス
コ
比
弟

は
円
己
の
権
利
を
ヨ
ド
ロ
伴
者
品
。
口
当
日
宮
内

J

H

・
ホ
ソ
ィ
テ
イ

ン
ク
へ
売
却
し
介
。
ホ
ソ
ィ
テ
ィ
ン
グ
は
ユ
場
を
フ
リ
ン
l

へ
ま
と
め
て

業
績
の
向
上
を
持
し
た
が
、
染
績
は
低
迷
し
、
つ
い
に
こ
れ
を
売
払
わ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九

O
四
年
一
一

H
一
日
W

C

・
デ
み
ラ
ン
は
ζ

の
ロ
E
n
r
己
主
号
門

R
n。
の
支
配
維
を
泣
糾
問
し
て
、
日
動
玲
業
界

6
 

へ
の
λ

タ
ト
を
き
っ
た
の
で
あ
る
白

川

W
C
O
}
宿

区
J
回
参
照
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
技
術
点
出
身
の
円
動
車
業
高
に
は
、
仙

の
グ
ル
プ
に
く
ら
べ
て
次
の
よ
う
な
特
徴
を
し
め
す
こ
左
が
で
ぎ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
自
転
沖
業
者
の
場
合
で

b
れ
、
漏
出
会
者
の
場
合



で
あ
れ
‘
彼
等
は
自
動
車
業
の
創
業
資
金
を
白
川
己
の
既
一
品
事
業
か
ら
ひ
き

だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
け
れ
ど
も
一
技
術
者
で
あ
っ
た
こ
白
グ
ル
ー
プ
の

場
合
に
は
、
自
己
り
雇
用
先
企
業
か
、
好
意
的
な
、
あ
る
い
は
好
奇
的
な

ハ
ト
ロ
ン
を
え
な
い
か
ぎ
り
、
レ
か
に
技
術
的
に
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
そ

れ
を
事
濃
化
す
る
こ
主
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
も
つ
こ
の
弱

点
が
経
営
過
程
に
、
し
ば
し
ば
出
資
者
と
技
術
担
当
者
と
の
間
の
デ
ジ
シ

ョ
ン
・
メ
l
キ
ン
グ
に
附
す
る
衝
突
を
う
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
研
究
迦
程
に
電
気
自
動
車
を
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
も
共
通
的

な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
ら

さ
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
白
々
を
地
域
に
大
別
す
れ
ば
、
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ミ
ド
ル
ウ
ェ

λ

タ
ー
ン
の
二
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら

れ
る
。
ぞ
し
て
前
ぷ
に
は
デ
ェ

l
リ
ア
兄
弟
を
は
じ
め
、
回
目

qhμ

問
DCM内
(
四
シ
リ
ン
ダ
ー
空
冷
式
」
ン
ジ
ン
の
発
明
)
、
司
E
R
E
同
u

p
z
-
E
C
皆
E
-
4
兄
弟
(
蒸
汽
自
動
車
の
研
究
者
、
日

Z
P
H
Z

nc』

F
C
2
2
0
z
r
円
。
を
設
立
〉
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
後
者
に
は
、

岡
山
者

00仏
国
ミ
ロ
2

(
デ
ュ

l
リ
ア
に
此
ぐ
ガ
ソ
リ
ン
草
の
成
功
者
〉
、

P
R
-
z
-
E
V
同
E
m
(技
術
的
改
良
者
)
、

γ
E
Z
司
自
乱

]UEr

白
色
(
司
R
W
E己
冨
♀
2
n
R
n
3
設
立
〕
、
河
自
ωo日
開
r
o
E
ω

(
虫
色
印
冨
Oけ
司
君
。
HHZ
設
立
、

E
r
s。
z
z
車
製
作
)
、
出

3
3

Z
日
吉
H
F
O
E
Eー
(
キ
ャ
デ
ィ
ラ
マ
ク
、
リ
ン
カ
ー
ン
車
製
作
)
、
そ

れ
に
H
'
フ
ォ
ー
ド
(
問
。
百
『
問
。
H
L
)

な
ど
が
あ
る
。

彼
司
の

Hm陛
は
一
様
で
は
な
く
、
学
肢
に
し
て
も
↓
介
の
機
峨
じ
か
ら

ア
メ
リ
カ
白
助
耳
工
業
の
生
成
過
程

工
科
大
学
卒
ま
で
の
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
む
だ
が
左
も
か
く
彼
等
の
も

つ
優
れ
た
技
術
が
企
業
と
し
て
の
々
命
力
を
も
つ
た
め
に
は
、
資
金
と
り

結
合
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
山
資
占
と
の
経
営
政
続
に
附
す
る
対
立

を
も
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
彼
等
に
は
技
術
者
と
し

て
の
オ
能
の
ほ
か
に
、
起
染
者
、
経
営
お
と
し
て
の
手
腕
を
兼
備
し
な
け

れ
ば
花
道
へ
の
登
場
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
態
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
ケ
l
ス
と
し
て
H

フ
ォ
ー
ド
の
場
合
を
あ
吋
る
こ
と
品
で
き
る
ω

H
・
フ
ォ
ー
ド
は
正
飢
の
教
育
を
う
け
ず
、
職
場
を
転
々
と
し
て
、

開
丘

S
ロ
呂
田

E
E
Z
Z
門

C
に
つ
と
め
、
一
八
九
一
二
年
に
は
同
社
の
主

任
時
川
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
b
ら
自
動
車
の
研
究
を
は
じ
め
、
一
八
九
六

年
六
月
、
制
チ
ュ

I
プ
、
ワ
イ
ヤ
平
輸
、
ジ
ャ

l
シ
を
そ
な
え
た
円
輪

ガ
ソ
リ

γ
辛
を
完
成
し
た
a

乙
の
第
一
号
車
は
車
員
五

0
0ポ
ン
ド
で
、

8
 

当
時
最
軽
量
の
官
勘
平
で
あ
っ

tG
一
八
九
九
年
、

H

・
7

J

A

ド
は
デ

ト
ロ
イ
ト
の
木
材
業
者
W
・
H

マ
l
フ
ィ
(
巧
己
5
日

間

出

R
1
4
)

を
代
表
、
と
す
る
実
業
家
グ
ル
ー
プ
の
山
資
を
え
て
、
ロ
丘

2
5
ン
己
。
ョ

oσ
戸

-
m
h
o

を
設

I
L、
そ
の
工
場
長
シ
な
っ
た
。
ど
が
そ
の
経
営
は
軌

道
に
の
ら
な
い
主
主
に
閉
鎖
さ
れ
た
d

利
一
九
り

O
司、

W
目

H
・マ

l

フ
ィ
が
独
力
で
出
資
し
て
、
出
。
ロ
ヨ
問
。
H
Q

円
。
が
設
立
さ
れ
た
が
、

軽
軍
低
版
車
の
生
庄
を
主
張
す
る
H

・
フ
ォ
ー
ド
主
同
級
車
生
産
を
主
張

す
る
W
・
H

マ
フ
ィ
と
の
対
立
が
深
刻
化
し
、
会
社
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

H

フ
ォ
ー
ド
の
後
年
の
成
功
に
大
き
く
貢
献
し
た

2
己
正
出
目
立
仏

却
八
十
九
巻

五
六

館
」
ハ
ロ
行



ア
メ
リ
カ
円
曲
車
工
業
の
止
成
過
程

垣
三
回
は
こ
の
頃
か
ら
H

ア
ォ

l
ド
ー
と
協
刀
し
、

W

H

マ
ー
フ
ィ

ー
と
の
対
立
に
は

H
・
プ
ォ
ド
を
強
く
支
持
し
た
。

つ
い
で
一
九

O
三
年
七
月
六
日
、
H
フ
ォ
ー
ド
は
プ
ト
ロ
イ
ト
の
石

炭
染
者
A
E
Y

マ
ル
カ
ム
ソ
ン
(
〉
『
M
自
己

2
吋
冨
己

E
E
m
cと
の

間
資
に
よ
っ
て
明
日
ι
冨

Z
R
n
o
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
こ
の
機
会

に
ダ
て
j

見
弟
(
』
c
y
ロ
町
』
出
o
z
n
o
出

口

2
z
o
)
が
オ
ペ
ス
担
か

ら
移
っ
て
、
H
フ
ォ
ー
ド
の
協
刀
者
、
と
し
て
入
社
し
た
。
同
社
は
資
本

金
二
万
八

0
0
0ド
ル
で
、
組
立
業
務
を
主
体
と
す
る
営
業
形
態
を
よ
り
、

業
績
は
大
い
に
伸
展
し
た
。

E
b」
ろ
が
H
・
フ
ォ
ー
ド
と
A
-
Y
・
マ
ル

カ
ム
ソ
ン
の
同
に
も
、

W

H

目マ

l
プ
ィ
の
場
合
と
同
慌
の
対
立
が
生

じ
、
両
者
は
一
九

O
六
年
決
裂
し
た
。
ダ
ヲ
ジ
兄
弟
は
E
-
フ
ォ
ド
を

支
持
し
た
。
日
・
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
械
に

A
目
Y
-
マ
ル
カ
ム
ソ
ン
の
拍

分
二
主
五
株
を
買
取
り
、
発
行
株
数
む
五
七
%
を
所
有
す
る

r
い
た
っ
加
。

同
社
に
お
け
る
H
・
フ
ォ
ド
の
独
裁
体
制
は
こ
の
時
か
ら
確
立
し
た
。

有
名
な
T
型
生
産
開
始
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
軽
泣
低
廉
車
か
一
一
同
級
市
か
邑
い
う
問
題
は
、
劣
悪
な
道
路
条
刊
土

耐
久
力
の
関
係
か
ら
、
当
時
、
各
社
の
経
世
早
々
針

ω中
心
一
プ
マ
を
な
し

て
い
た
。

的
色
。
一
一
市

H
U
R
t
h
o
事
問
。

川

W

H

・
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
第
一
号
車
を
二

0
0
ド
ル
で
門

7
2
-
2

〉
口

3-2
に
光
っ
た
。
そ
し
亡
若
干
の
使
胤
後
に
宵
転
卒
業
者
〉

当

EP--
に
売
却
L
た
。
中
古
車
売
買
心
第
一
号
で
あ
る
(
昔
甘

巾

L
2
1、
ト
l
h」
~
w
J
A山

ι
ノ

ノ

〉

正
ノ、

第
六
日

/、
~g 

ω邑
〕
。

仙

何

〈

凶

PHU}》
M

日
1
酔
宇
野
間
二
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
工
業

の
花
l

桂
」
一
九
究
じ
年
(
学
習
院
大
学
政
経
学
部
研
究
年
報
五
〉

一
心
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
事
問
。

技
術
的
進
ぷ
と
工
場
J
地

自
動
車
工
業
に
お
い
て
も
、
生
成
当
初
か
ら
一
九
一

O
年
頃
ま
で
は
、

競
争
緋
浩
円
特
徴
と
し
て
の
技
術
的
進
歩
合
み
る
こ
左
が
で
き
る
。
い
ま

こ
こ
で
そ
の
詳
細
を
し
め
ず
紙
巾
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
チ
ェ
イ
Y

目

ド
ラ

f
ヴ
か
ら
シ
b

フ
l

ド
ラ
イ
グ
ヘ
、
木
製
辛
か
ら
金
属
草
へ
、
ク

り
ン
チ
ャ

1

タ
イ
ヤ
か
ら
ス
l
レ
ト
サ
イ
ド
タ
イ
ヤ
へ
ん
仙
ど
に

み
ら
れ
る
向
転
市
、
馬
車
か
ら
の
梢
造
的
影
響
の
払
拭
、
あ
る
い
は
凶
府

下
の
エ
ン
ジ
ン
を
前
蓋
の
下
に
移
動
さ
ず
ζ

と
に
よ
る
不
快
感
の
減
少
、

変
速
支
障
に
お
け
る
フ
リ
ク
シ
三
ン
・
ギ
ヤ
セ
y

ト
(
陛
擦
式
変
速

機
)
か
ら
フ
ラ
不
タ
り
ギ
ヤ
・
シ
ス
テ
ム
(
遊
日
以
向
車
装
置
、
フ
ォ
ー

ド
I
型
に
使
用
)
、
ス
ラ
イ
デ
ィ

γ
〆
ギ
ヤ
・
ジ
ス
テ
ム
(
摺
動
歯
車

装
置
)
へ
の
改
良
な
ど
に
み
ら
れ
る
自
動
市
自
体
の
技
術
的
改
良
括
肢
も

こ
の
時
期
に
数
多
く
あ
ら
わ
れ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
技
術
的
、
機
械
構
造
的
改
良
は
、
自
動
車
工
業
の
企
業
的
活
民

を
促
進
L
、
同
時
に
あ
る
程
度
の
地
域
的
立
地
条
件
と
も
関
連
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
自
動
車
工
業
を
地
域
的
に
確
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
デ
ト
ロ
イ
ト
を
中
心
と
L
、
北
イ
ン
ア
ィ
ア
ナ
、
オ
ハ
イ
オ
地
方
的



自
動
車
工
業
地
域
は
、
技
術
的
優
越
と
企
業
経
営
に
お
け
る
卓
越
、
く
打

え
る
に
立
地
条
μ
刊
の
適
性
、
こ
れ
ら
諸
条
件
の
結
合
に
よ
っ
て
、
一
九
一

O
年
頃
に
は
他
の
地
域
を
圧
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
O
世
紀
初
頭
に
は
、
自
動
車
工
業
は
大
体
ニ
ュ
l
E
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

(
北
東
部
六
州
)
地
域
と
前
記
の
中
西
部
五
大
湖
地
叫
に
集
中
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
後
の
過
料
で
前
者
の
没
港
、
後
者
の
発
展
の
傾
向
が
あ
ら
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
初
期
の
白
動
車
業
者

に
と
っ
て
は
資
金
源
の
獲
得
‘
ひ
ろ
く
は
資
金
詞
達
の
可
否
が
企
業
的
成

否
の
決
定
的
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
な
し
て
い
た
。
事
実
、
後
に
ら
・

M

を
支
配
し
た
デ
ー
-
ポ
ン
、
モ
ル
ガ
ン
な
ど
の
金
融
資
本
は
も
主
よ
り
、

一
般
に
先
行
き
不
明
の
自
動
車
工
業
へ
の
投
融
資
は
、
き
わ
め
て
危
険
半

町
一
角
い
投
融
と
し
か
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
か
か
る
情
勢
。
な
か
で
、

中
西
部
の
宍
半
骨
は
地
一
刀
資
本
を
、
あ
る
い
は
G
-
M
、
ス
テ
ュ
ド
ベ
ー

カ
ー
な
ど
り
す
ぐ
れ
た
会
社
は
東
部
資
木
を
す
ら
、
融
資
取
引
先
と
し
え

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
中
西
部
に
は
、

R
・
E

オ
ー
ル
ズ
、

H

フ
ォ
ー
ド
、

I
w
a
バ
ッ
カ
ド
、
ダ
ッ
ジ
兄
弟
な

ど
の
経
営
的
手
腕
に
も
め
ぐ
ま
れ
た
技
術
者
的
企
業
家
が
結
集
し
て
い
た

り
で
あ
り
、
ま
た
W
・
C

デ
ュ
ヲ
ン
、

J

M

・
ス
テ
ュ

l
ド
ベ
ー
カ

ー
の
よ
う
な
具
型
的
な
企
業
家
も
こ
の
地
域
に
活
躍
し
た
り
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
北
東
部
で
は
、
す
で
に
み
た

P
4
0
冨
片
側
円
。
の
場
合
を

典
型
之

L
う
る
よ
う
に
、
そ
の
経
営
的
、
技
術
的
能
方
は
、
中
間
部
の
人

材
に
く
ら
べ
て
、
か
な
り
劣
弱
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
向
動
車
工
業
の
生
成
過
程

ま
た
五
大
山
聞
を
ひ
か
え

t
中
西
部
は
、
石
炭
、
木
材
な
ど
の
原
材
料
の

入
千
と
、
製
品
積
出
に
要
す
る
平
水
航
路
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
、
当
時
と

し
て
は
北
東
部
よ
り
も
一
応
は
立
地
条
件
に
す
ぐ
れ
た
也
の
が
あ
っ
た
し
乙

い
え
る
。
だ
が
労
働
力
に
も
乏
1
〈
、
鉄
鋼
に
飢
え
た
乙
の
地
域
が
、
世

界
最
火
の
自
動
車
工
業
地
域
と
な
る
べ
き
立
地
条
件
を
そ
な
え

t
い
た
と

は
い
〉
え
な
い
。

一
九
一

O
年
頃
ま
で
に
、
デ
ト
ロ
イ
ト
を
中
心
と
し
た
中
西
部
を
ば
、

自
助
卓
工
業
の
メ
ッ
カ
に
育
て
あ
げ
た
の
は
、
一
に
か
か
っ
て
傑
出
し
た

技
術
的
経
営
的
才
能
が
こ
の
地
域
に
結
集
し
た
歴
史
的
事
情
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

個
人
的
な
技
術
的
お
よ
び
企
業
家
的
才
能
が
、
工
場
立
地
の
確
定
に
も

決
定
拘
な
要
君
、
と
し
て
作
用
し
ず
い
た
事
態
に
、
こ
刀
時
期
D
競
争
榊
造

の
仲
村
債
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
c

ω
《
凶

y
-
v
]
V
Tム
c
h
j
回
参
照
。
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木
ニ
六
回

l
瓦
べ

1
ジ
参
照
。
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